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■ 　書 　評 　■

竹内　洋

『日本 の メ リ トク ラ シー 一構造 と心 性一
』

武庫川女子大学 新 堀 通 也

　受験，就職 昇進 な ど生涯継続す る競

争 と選抜 ， その 結果 と して の 成功 と失

敗 ， 勝者と敗者の 出現 ， そ れが もた らす

影響とその 処理一 日本な らず と も， あ

らゆ る近代社会に お い て ， 個人の キ ャ リ

ア と組織の 命運 を左右す る こ う した現 象

は，最 も身近で 痛切 な問題 で ある 。

　競争 と選 抜の 原理 ， タテ マ エ と して近

代 社会 が 採用 して きた の は メ リ ト ク ラ

シ ーだが，本書 の著者 は そ の 「日本的」

な特質 に迫 ろ うと した 。 著者 は 「選抜 シ

ス テ ム 刻印論」に そ れ を求め ， 「傾斜的選

抜 シ ス テ ム 」， ある い は 「シ ャ ッ フ リ ン グ

型選抜 シ ス テ ム 」 とい う選抜シ ス テ ム 自

体が ， 「日本的」と もい え る 「マ ス 競争社

会」 「大衆的競争の た きつ け」 を生み 出

し，
っ ぎつ ぎに現わ れ る 目先きの 競争で

の 成功を志向す る個人 ， す な わ ち職場が

求 め る適応人間 ある い は サ ラ リ
ー

マ ン 型

人 間 を 大量 に 再生 産 す る の だ と主張す

る 。 しか もそ の選抜基準 は 欧米 に おける

よ うな階級文化で は な くて ， 「人 物」「日

本人 ら しさ」 とい う国民文化 で あ る と こ

ろ に ，競争の マ ス 化を促す原因が あ る と

い う。

　 こ うした 問題提起 と結論は ， 特に われ

われ教育社会学者に と っ て 魅力的 ， 刺激

的で あ る。 事実 ， 競争，選 抜 ，
メ リ トク

ラ シ ーな どは教育社会学 （あ る い は社会

学，労働経済学な ど）に と っ て ， なか で

も 「学歴主 義」 の 支配す る 日本の 教育社

会学に と っ て ， 好ん で 取り上 げ られ て き

た問題で あ る。

　著者 は こ の 問題を取 り上 げ る に 当た っ

て 一方で は欧米に お ける主要理 論を批判

的に ， また年代順 に巧み に 整理す る 。 そ

れ が本書の 第 1部 （「分析視角」）で あ る。

この 第 1部，なかで も第 1章 （「伝統的ア

プ ロ ーチ 」）で は年代順に ，
パ ー ソ ン ズを

代表 と す る機能理 論， 次 に シ グ ナ ル 理

論， フ ィ ル ター理論 ， 訓練費用理 論 な ど

の ス ク 1丿
一 ニ ン グ理論 ，

つ づ い て コ リ ン

ズ を 代表 とす る葛藤理 論 ，

’
さ らに ブル

デ ュ
ーを代表 とす る社会的再生産理論あ

る い は文化資本論 ， そ して 「新 しい 教育

社会学」 に お ける解釈理 論が取 り上 げ ら

れ る。 そ して ，それ ぞれ が時代の 背景 ，

なかで も技術革新 と経済成長 とい う， 個

人 の 能 力 を受 け入 れ 発揮 させ る労 働市

場，需給関係 の 変化を受 けて 出現 した こ

とが説明されて い る。

　 こ の第 1部第 1章 はすで に 1992年 に，

著者を編者の 1 人 とす るテ キ ス ト 「教育

社会学』（有斐閣）で 「教育 と選抜」とい

う タイ ト ル の もと発表され
，

こ の 主題だ

けに とどま らず ， 欧米の 教育社会学の最

近 の 潮流を知 るの に格好 の もの で ある。

　 こ れ に つ づ く第 1部第 2 章 （「ニ ュ
ー
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・ア ブ e 一チー増幅効果論 と冷却論
一

」）

は ， 以上 の 「伝統理論」で は解釈 しきれ

ず ， また扱われ なか っ た現象， つ ま り選

抜は何回 も行 われ る とい う事実， また選

抜 の 敗者 に なぜ逸脱や抵抗が起 こ らな い

か とい う疑問が不問 に付 され て い る とい

う不満 ， 死 角に 応 え る 新 しい 理 論 と し

て ，
ロ ーゼ ン バ ウ ム の 「ト

ー
ナ メ ン ト移

動」，
ゴ フ マ ン や バ ー ト ン ・ク ラ

ー
ク の

「冷却理 論」 な どが好意的に詳論 され る。

こ の章 は 昭和 62 ・63年度文部省科研 の 報

告書を再録 した もの で あり，多 くの 人 々

に と っ て は初見で あろ うか ら， それ だ け

で も こ う して 広 く手に す る こ とに な っ た

こ とは あ りが た い
。

　以上 ， 第 1 部の 理論編を下敷 きに しな

が ら， 第 2部 （「経験的分析」）で は ， こ

れ ら理 論の 検証 と ， 「日本的」メ リ トクラ

シ ーの 発見 とを 目指 した大規模な調査研

究 の 結果 と解釈が 報告され る 。 受験 ， 就

職 ， 選抜が い か に 行われ るか を，高校や

企業をその 「格」や 「ラ ン ク」な どに よ っ

て 層化 し， 「傾斜的選抜 シ ス テ ム 」とい う

角度か ら分析 し，そ の シ ス テ ム によ っ て

個人の 野心 の 加熱と冷却 とが い か に 行わ

れ る かが 明らか に され る。

　単に表面的な調査報告で は な く，制度

と意識 とを関係づ け， メ リ トク ラ シ ー
の

「日本的」特 徴を浮 きぼ りに した とい う

点で ，
こ う した実証研究の モ デ ル と して

評 価 で きる 。 た だ 恐 ら く一般 の 読者 に

は， その 結論 ， す なわ ち 「日本的」特徴

は興味深 く もあ り，納得 させ られ る点 も

多い だ ろ うが ，そ の論の展 開や用 い られ

書　評

る用語は難解す ぎて ，
つ い て い けな い人

が少 な くな い だ ろ う。 しか し教育社会学

者や 社会学者 に と っ て ， 本書が最近 の大

きな収穫で あ り， また教え られ る と こ ろ

が多い こ とは疑い な い
。

　評者の 感想をい くっ か述 べ た い
。 市場

の 需給関係が メ リ トク ラ シ ーの 実現 に大

きく影響する こ とは指摘 され て い る とお

りだ が，最近 の よ うに リス トラ ， 就職難

の 時代 ， ど こ で もよ い か ら就職先や再就

職先 を見 っ け る こ と ， ク ビ に な らな い こ

とが ， 多 くの人 に と っ て ， 例えば新卒 ，

女子 ， 中高年齢者に と っ て ，最大 の 関心

とな る。 こ うした時代の メ リ トク ラ シ ー

は，別の 問題 を提起す るの で はな い か ，

と思 われ る 。

　 もう
一

つ ， 日本の 競争は個人で は な く

家族 ぐるみ ， 出身校 ぐるみ で 行われ ， 個

人は代表選手 ， そ の 所属集団 は応援団た

るの 趣 きが あ る。 こ うした特微 に着 目す

る の も面 白い の で は な い か ， とい う気が

す る。

　 また ス ポ ー
ッ はメ リ トク ラ シ ーが最 も

徹底 して い る活動分野で あ る。 そ して 日

本的ス ポ ーッ に お け る段 ， 入 門 ， 部屋 な

どの 制度を見 る こ と に よ っ て ， 日本的メ

リ トク ラ シ
ー

の特徴が 鮮明に な るの で は

ない か 。 特に ス ポ ー
ッ は芸能 と並ん で ，

若者の あこ がれの 職業とな っ て い る こ と

を思 え ば ， そ の 感が深 い 。

　以上 の よ うな 角度か らの 研究を著者と

はい わず ， 誰か に 期待 した い と思 っ た。

　　　　　　 ◆ A5 判　270頁 ，
4326 円

　　　　　　　　　　 東京大学 出版会
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